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平田 直子 
も 生じ め に 


明 清 時 代 は 呉 方 音 を 反映 し た 韻 書 や 韻 図 が 多く 刊行 され た 。『 古 今 韻 表 新 編 』 (以下 、 
『 新 編 』 と 略称 ) も そう し た 流れ の 中 で 著 さ れ た 韻 書 の ー つ で ある 。 平田 2008a で は 、 
この 『 新 編 』 が 反映 する 言語 音 と 広 韻 に お ける 音韻 的 枠組 み を 比較 対 照 させ 、 そ の 音韻 
特徴 を まとめ た 。 そ の 結果 、 現代 の 呉 方 音 が 有する 音韻 的 諸 特徴 を 色濃く 反映 し て いる 
こと が 明らか と な っ た 。 ま た 平田 2003b で は 、『 新 編 』 の 言語 音 と 現代 呉 語 諸 方 音 と の 
声 母 ・ 韻 母 に お ける 音韻 対応 を 調べ 、 そ の 音韻 的 枠組 み の 最も 近似 し た 方 言 地点 が 『 新 
の か dn PN 
た 『 新 編 』 研究 の 一 舞 と し て 『 新 編 』 お ける 声調 、 特 に 中 古 上 声 全 濁音 字 に つい て 考 祭 
する も の で ある 。 


2. 『 古 今 韻 表 新編 』 に つい て 


『 四 庫 全 書 総 目 提要 』 で は 『 古 今 閣 表 新 編 』 五 巻 と いう 書名 で みえ る この 韻 書 は 、『 古 
今 韻 表 新 編 』 四 巻 、『 後 編 』 一 巻 か ら 成り 、 成 書 は 1725 年 以前 で るる と 考え られ る 。『 新 
編 』 四 巻 は 当時 放す っ て 

音 字 表 と な っ て お り 、 約 9000 字 が 収め られ て いる 。 本 発表 で 用 いる 『 新 編 』 と は 、 

の 『 新 編 』 四 巻 の こ | 
氏 証 韻 」 と いう 内 容 で 構成 され て いる 。 

『 古 今 閣 表 新 編 』 五 巻 は 、『 四 庫 全書 存 目 叢書 』 の 中 国 科学 院 図書 館 蔵 清 発 正 刻 本 の 
影 印 本 、『 空 見 韻 書 叢書 』 の 清 革 隆三 年 友 午 捨 欠 應 刊 本 の 影 印 本 が ある が 、 内 容 に 関し 
て 両者 に は 違い は な い 。 た だ 後者 に は 、 前 者 に は 巻頭 に 付 さ れ て いる 「 古 今 韻 表 新編 序 」 
が 欠け て お り 、 こ の 点 が 両者 の 唯一 の 違い と いえ る 。 本稿 で は 、 こ の 庁 文 が 付 さ れ 、 印 
字 も 明瞭 で ある 『 室 見 韻 書 叢 書 』 の 清 乾 隆三 年 成 午 拾 能 鷹 刊 本 に 依っ た 。 


3. 『 新 編 』 に お ける 中 古 全 濁 上 声 字 の 去 声 化 に つい て 
『 新 編 』 の 声調 は 、 平 ・ 上 ・ 去 ・ 入 の 四 声 に 区 別 さ れ て お り 、 声 母 の 清 ・ 滴 の 別に 


よる 陰 ・ 陽 の 分 化 は 起き て いな いよ う で ある 。 し か し な が ら 、『 新 編 』 の 同音 字 表 は ま 
ず 4 つ の 声調 に 分 けら れ て いる の で ある が 、 そ の 上 声 、 去 声 で まとめ られ た 各 字 表 の 
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冒頭 に は 、 上 声 に 関し て 声調 の 変化 が 生じ て いる こと を 窯 わ せる 以下 の よう な 案 語 が 
みえ る *1。 


上 声 : 平 大 三 声 通 协 ， 古 法 昭然 。 若 大 上 去 二 声 仅 属 一 间 ， 其 通 篇 切 ， 近 沉 元 音 上 
声 而 世俗 同音 变 需 去 声 者 ， 凡 十 母 定 从 澄 床 邪 香 匣 群 走 替 以 亲 得 其 个 。 是 两 声 直 
可 同 用 不 必 復 拘 原 韻 所 履 。 


去 声 : 上 去 二 声 固 可 同 用 ， 而 源流 不 可 不 清 。 宋 本 和合 收 者 固 多 ， ed 
倪 , 洪武 正 请 未 解 定 从 等 十 母 上 声 见 上 声 谷 首 ; 力 世俗 失 口 之 便 流 需 去 声 "， 


これ は 中 国語 音韻 史上 、 大 き な 声 調 変化 の ひと つ で ある 中 古 上 声 全 滴 音 字 の 去 声 化 
が 口語 音 に お いて は すでに 起こ っ て いる こと を 示し た 記述 で ある と 考え られ る 。 中 古 
上 声 全 濁音 字 が 去 声 全 濁音 字 と 合併 する と いう 変化 は 歴史 的 に か な り 古 く 、 切 韻 以後 、 
盛 唐 の ころ の 北方 方 言 に 來 源 を 持つ と され て いる 。 そ こ で 、 ま ず は 中 古 上 声 全 濁音 宇 
の 去 声 化 に 焦点 を 当て 、『 新 編 』 に お ける 上 声 全 濁音 字 を 『 広 韻 』 と 比較 し て みた 。 す 
る と 、『 新 編 』 の 声調 体系 で は 必ず し も 如 上 の 状況 で は な いこ と が 明らか と な っ た 。 す 
な わ ち 、 上 声 全 濁 音 字 約 530 個 中 わずか 19 字 の み が 去 声 に 移行 中 で ある と いう 状況 
を 示し て いる の で あっ た 。 移 行 中 と し た の は 、 こ れ ら 19 字 が 上 声 と 去 声 の 両方 に 読 
まれ て いる た めで ある 。 具体 的 な 字 を 列挙 する と 、「 波 、 乳 、 蓄 、 琲 、 猿 、 究 、 後 、 憶 、 
咽 、 早 、 鯉 、 雷 、 撰 、 温 、 丈 、 杖 、 佐 、 陸 」 で ある 。 また 、 こ の 他 に も 上 声 と 去 声 に 
両 読 さ れる 上 声 全 濁音 字 が 31 個 ち る 。 こ れ ら は 、『 広 韻 』 に お いて も また 両 読 さ れる 
た め 、 純 粋 に 去 声 に 移行 中 で ある と する に は 問題 が な ある と 思わ れる た め 、 ここ で 紅 除 
外し た *2。 

この こと か ら 、『 新 編 』 に お いて は 中 古 上 声 全 濁音 字 の 去 声 化 と い う 声調 変化 は 概 し 
て 起き て いな いと いう 見 方 が で きる 。 


*] 以下 の 引用 文 に お ける 句読点 は 、 筆 者 に より 加筆 さき れ た も の で ある 。 

*2 参考 まで に これ ら の 字 に つい て も 列挙 し て お く 。 

定 母 : 恒 、 嬉 、 剃 、 公 、 淡 、 吹 、 湾 、 断 、 動 。 

従 澄 崇 母 : 在 、 开 、 乾 、 坐 、 穿 、 和 得、 钱 、 重 、 聚 。 

匣 母 : 下 、 荷 、 概 、 凌 、 某 、 和 与 

並 母 : 辨 、 榜 。 

那 船 禄 日 母 : 善 、 埋 、 上 。 

群 母 : 近 、 訪 。 

『 新 編 』 で は 、 中 古 の 従 ・ 澄 ・ 崇 母 は 同音 化し て お り 、 音 価 は [dz-] と 推定 され る 。 また 中 古 邪 ・ 
船 ・ 禅 ・ 日 母 も すべ て 同音 化し て いる た め 、 中 古 日 母 は ここ で は 全 油 音声 母 と し て 扱い 、 音 
は [z-] と 推定 され る 。 
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4.『 同 文 備 牙 』 に お ける 中 古 全 濁 上 声 字 の 去 声 化 に つい て 


と ころ で 、『 新 編 』 より も 以前 に 著 さ れ 、 明代 、 江蘇 昆 山 方 音 を 反映 し て いる と され 
る 『 同 文 備考 』 (1540 年 ) で は 、 上 声 全 濁音 字 の 去 声 化 が か な り 進 ん だ 状況 を 示し て 
いる 。 丁 200 1 に 依 れ ば 、 も と の 上 声 を 保つ も の が 約 880 字 、 去 声 に 移行 し た も の は 
250 字 で 、 中 古 上 声 全 濁音 字 の 去 声 化 は 4 割 に も 上 る と いう こと で ある 。 この 他 上 声 ・ 
去 声 の 両方 の 声調 を 兼ね る も の も 多く あり 、 こ れ ら を 加え る と さら に 確立 は 高く な る 
*3。 同じ 呉 方 言 区 の 言語 を 反映 し て いる 『 同 文 備考 』 で は 上 声 全 濁 音 字 の 去 声 化 が か 
な り 進 ん で いる の に 対し 、『 同 文 備 考 』 より 190 年 ほど 後 の 清 代 に 著 さ れ た 『 新 編 』 
に お いて は 、 そ の 去 声 化 が 1 割 に も 満た ず 、 上 声 字 は も と の 上 声 を 保っ て いる の で あ 
る 。 こ の 状況 は どの よう に 説明 され る で あろ うか 。 こ れ は 、『 新 編 』 が 単に 伝統 的 な 四 
声 の 枠組 み を 暗 襲 し た に すぎ な いも の で ある の か 、 そ れ と も 『 新 編 』 が 依っ た 方 言 音 
に お いて は 、 実際 に 上 声 全 濁 音 字 の 去 声 化 が 起き て いな か っ た た め に 、 そ の 事実 を 反 
映し た も の な の か 。 そ こ で 次 に 現代 呉 方 言 に お ける 中 古 上 声 全 濁音 字 に つい て みて み 
Mu 


5. 現代 呉 方 言 に お ける 全 濁 音 字 に つい て . 


呉 方 言 は 今日 の 江蘇 省 南部 か ら 洒 江 省 全域 に お いて 行わ れ て いる 大 方 言 で ある が 、 
中 古 上 声 全 濁音 字 の 去 声 化 に つい て 、 こ れ ま で に 報告 され て いる 方 言 資 料 を 整理 し て 
みる と 以下 の ご と く で ある 。 


人 中 古 上 声 全 濁 字 が 去 声 化し て いる 地域 ( 甲 グ ルー プ ) 

江苏 省 : 金 壇 、 丹 陽 、 靖 江 、 江 陰 、 常 州 、 呉 騒 、 宝 山 、 上 海 、 松 江 ( 趙 元 任 1928) 、 
太 倉 、 蘇 州 、 江 陰 、 嘉 定 (上 海 市 方 言 概況 1960)。 

浙江 省 : 杭州 、 余 姚 、 部 愉 ? ( 趙 元 任 1928) 、 開 化 (意志 寺 ほ か 2000)。 


人 @ 中 古 上 声 全 濁音 字 が 上 声 を 保っ て いる 地域 (グル ー プ ) 

江蘇 省 : 宜興 、 深 陽 、 無 鍋 、 昆 山 、 南 通 、 呉 江 ( 趙 元 任 1928) 、 海 門 、 常 部 (上 海 
市 方言 概况 1960) 、 金 壇 (江蘇 省 志 1998)。 

浙江 省 : 嘉 興 、 湖 州 、 紹 興 、 諸 堅 、 温 州 、 衝 州 、 金 華 、 永 康 ( 趙 元 任 1928) 、 萧 山 
(大 西 1999) 、 義 鳥 ( 方 松 喜 2002) 长 举 ( 钱 曾 怡 2008)、 天 台 ( 戴 昭 銘 
2008) 、 常 山 、 玉 山 、 龍 済 、 遂 昌 ( 曹 志 寺 ほか 2000) 


*3 これ は 、 ま さ に 去 声 へ 移行 中 で ある こと を 反映 し て いる と いう こと で ある 。 
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甲 グル ー プ は 、 主 に 北部 呉 語 の 中 で も 官 話 方 言 地区 と 隣接 する 地域 に 多く 分 布 す る 
傾向 が あり 、 南 部 呉 語 に お いて は 非常 に 少な い 。 一 方 、 ら グル ー プ は 、 南 部 輸 語 に 広 
く 分 布 し 、 ま た 北部 呉 語 に お いて も 多く 点 在 し て いる こと が 指摘 され る 。 こ の よう な 
こと か ら 、 北 方 方 言 に お いて 広く 起こ っ た 中 古 上 声 全 湯 音 字 の 去 声 化 は 、 北 部 呉 語 で 
は や や 見 られ る も の の 、 全 体 と し て 呉 方 言 地区 で は そう し た 変化 の 波 は あま り 受 け な 
か っ た と いう こと が いえ そう で ある *4。 ま た 、 現 在 の と ころ 、 筆 者 は 『 新 編 』 の 言語 
音 は 当時 の 寧波 音 に よっ た と いう 仮説 を 提出 し て いる こと か ら 、 現 代 密 波音 に つい て 
言及 する な ら ば 、 陳 1990・ 高 1990 に よれ ば 、 寧波 で は 7 つの 声調 を 有 し 中 古 上 声 全 
濁音 字 の 大 部 分 は 陽 去 に 読ま れる と の 報告 が な され て いる *$。 趙 1928 で は 、 そ の 声 
調 表 に お いて 寧波 の 上 声 全 濁音 字 の 欄 に は 「 三 去 声 ?」 と 記述 され て いる が 、 こ の こ 
と に つい て 、 徐 1991 で は 詳細 な 考察 を 行っ て いる 。 そ れ に よる と 、 現 代 寧波 音 の 声 
調 に 関し て は 、 内 部 差異 が 激しく 調 類 の 分 化 や 合併 は 非常 に 乱れ て いる と し な が ら ゃ も 、 
1956 年 の 調査 時 、 寧 波 城内 で は 上 声 全 濁音 字 は 去 声 全 濁音 字 な いし は 平 声 全 渦 音 字 と 
合併 する が 、 城 外 で は 、 ま だ 上 声 全 濁音 字 は も と の 上 声 を 保っ て いる と いう こと で あ 
る 。 趙 1928 で は この よう な 内 部 差異 を 考慮 し た 記述 が 行わ れん た の か も し れ な い 。 現 
代 寧波 音 で は この 100 年 ほど の 間 に 声 調 に 関し て 非常 に 速い 変化 が 起こ っ て いる と 考 
えら れる 。 そ こ で 本 論 に 戻る と 、 現 代 寧波 音 に お いて 中 古 上 声 全 油 音 字 の 去 声 化 は こ 
の 一 世紀 ほど の 間 の こと で あり 、 仮 に 『 新 編 』 が 反映 する 呉 方 音 が 寧波 音 で あっ た 場 
合 に は 、 声 調 に つい て も 両者 に 矛盾 する こと は な いと いえ る 。 


6. まとめ 


以上 の こと を まとめ る と 、『 新 編 』 で は 中 古 上 声 全 濁音 字 の 去 声 化 は ほとん ど 生 じ て 
いな いこ と が 分 か っ た が 、 こ の こと が これ まで の 伝統 的 な 四 声 の 枠組 み を 単に 踏襲 し 
た 結果 で ある の か 、 あ る い は 『 新 編 』 が よっ た 言語 音 に お いて 実際 に 上 声 全 濁音 字 が 
保 た れ て いた こと を 反映 し た も の な の か と いう こと に つい て は に わか に 結論 を 出し 難 
い 。 し か し も し 仮に 後者 だ と し た 場合 で も 、5 . で 見 た よう な 現代 呉 方 音 と 現代 寧 波音 
の 状況 か ら こ れ ま で 唱え て きた 鶴 波 説 を 否定 する も の で は な いと いえ る 。 


*4 上 幅 方 言 に は また 中 古 上 声 次 濁音 字 が 陽 上 に 読ま れる と いう 特徴 が ある が 、 こ れ に つい て は 
稿 を 改め て 考察 し た い 。 

*5 し か し 、 現在 で は 、6 つ あ る い は 5 つ 、 中 に は 4 つの 声調 に 簡単 化し て 発音 する 人 も いて 、 
声調 の 簡略 化 が 進ん で いる と いう こと で ある 。 
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